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研究成果の概要（和文）：大規模公開オンライン講座（MOOC）を中心に、次世代電子学習基盤（NGDLE）はどう
あるべきか国内外の調査を進め、そのプロトタイプを開発、実証実験を行った。MOOCは大規模性という特徴か
ら、機械による学習者支援が不可欠である。機械による学習者支援に必要な、ラーニングアナリシス（LA)の要
件（LAポリシー、学習活動・履歴データベース）、デジタルバッジとマイクロクレデンシャルを実現するシステ
ム、他の教育情報システム（教務情報システム、電子書籍管理システム等）との連携と相互運用性について分析
を行った。その地域対応化を、アジア公開大学連合Asia MOOC Portalプロジェクト等において検討した。

研究成果の概要（英文）：Focusing on MOOC (Massive Open Online Course) phenomena, the researches and 
development on Next Generation Digital Learning Environments (NGDLE) were conducted to clarify the 
functions in different local contexts. Learner supports by machine are indispensable to realize the 
scalability. In this study, the requirements for LA (LA policy, Learning Record Store and so on), 
Digital badge and Micro-credentials, and the collaboration with other educational information 
systems (i.e. Student Information System, Digital Content Management System) and the 
interoperability were examined. In addition, the issues at the localization processes were analyzed 
under the collaborations with overseas institutions such as Asian open universities.

研究分野： 情報学・教育工学
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１．研究開始当初の背景 
 近年の教育改革のなかで、教員や教育機関
は単位の実質化を保証しつつ、特色ある教育
を提供し効果的で独創性のある実践を行う
ことが求められる。また生涯学習において求
められるのは、学習者特性や学習環境に配慮
した文脈性の高い学習、すなわちパーソナル
学習 に対応したものである。高品質の学習
コンテンツの開発には少なからぬ人的財政
的資源を必要とし、「ICT 活用教育」を推進
する上で律速要因の 1 つとなる。そこで、共
用可能なコンテンツについては共有流通さ
せ、独創性の高い部分に資源を集中するとい
う方略 ( 「学習オブジェクト  Learning 
Object」）が生まれた。国際的にみると、先
進国にデジタル教育資源の蓄積が進み、発展
途上国との格差が拡大した。このためコンテ
ンツの国際的な移動を促進する方策が必要
で、UNESCO や OECD 等の国際機関では、
「 公 開 教 育 資 源 （ Open Educational 
Resources, OER）」として流通させる運動を
推 進 し た (OECD 報 告 書 、 ISBN: 
9789264031746)。一方、電子出版も軌道に
乗り始め、有償学習コンテンツの流通システ
ムも出現しつつあった。 
申請時（2013 年当時）、こうした状況で出

現したのが「Destructive Creator」としての
MOOC（Massive Open Online Course、大
規模公開オンライン講座）である。新種の
OER にとどまるのか、公開教育の新たなモ
デルとなるのか、高等教育の新たなモデルと
して「大学」をもとってかわろうとするのか、
社会の注目度も高く短期間で成長している
分野だけに、さまざまな効果と影響を早急に、
実証的に検討していく必要があった。 

 
２．研究の目的 
 こうした状況で本研究の開始において設
定した目的は以下の通りである 
（１）日本の実情にあった日本版 MOOC の
基本概念、そのプラットフォームの要件を明
らかにし、クラウド環境での提供、コミュニ
ティによる支援、MOOC プロバイダー相互
の連携・協同に必要な条件を明らかにする。 
（２）MOOC（特に xMOOC 型）の中核的
な機能である、学習者および学習過程に関す
るビッグデータの収集とその解析方法につ
いて、データおよびデータベースの構造など
標準化すべき要件を明らかにするとともに、
学習理論に立脚した学習解析ツールのプロ
トタイプを開発する。 
（３）MOOC の質保証に不可欠な、第三者
機関による「コース認証」のような制度や、
ピアレビューやユーザ評価システムを取り
入れた形成的評価システムの在り方につい
て要件を明らかにしそのプロトタイプシス
テムを開発するとともに、パーソナルデータ
の再利用についてコミュニティ内で合意可
能な条件を明らかにする。 
（４） 反転授業など、MOOC の多様な利

用法を検討し、無償／有償コンテンツ共通の
検索プラットフォームや著作権処理システ
ムとの連携や、電子図書館と電子出版システ
ムと相互運用できる枠組みを検証する。 
（５） 国境をこえて新構想のMOOC(日本
型 MOOC）が利用される場合の制約条件を
明らかにし、多言語多文化を尊重した
localization を実現する枠組みとその支援シ
ステムを構築する。 
 
こうした構想は、本研究課題採択の前後

（2014 年ごろ）より、EDUCAUSE と IMS 
Global Learning Consortium によってはじ
め ら れ た 次 世 代 電 子 学 習 環 境 （ Next 
Generation Digital Learning 
Environments, NGDLE）に関する一連の動
きと重なった。このため、MOOC プラット
フォームとしてではなく、より包括的な
NGDLEの研究として位置付けることの妥当
性が認識された。結果として、システムの要
件に関する部分は、IMS Global Learning 
Consortium の技術標準（未公開の部分を含
む） を参照する方法で作業が進行し、（３）、
（４）は、教務情報システム、デジタルバッ
ジ（修了証）、マイクロクレデンシャル、包
括的学習者記録（Comprehensive Learner 
Record）などと対応する形で調査が実施され
た。 
 
３．研究の方法 
本研究では、５つのサブグループ、すなわ

ち、｢MOC プラットフォームと地域対応化
（以降、略称名：MOC）｣研究グループ、「学
習データベース・学習解析（同：学習 DB 解
析）」研究グループ、「素材リポジトリ連携
（同：リポジトリ連携）」研究グループ、
「MOOC 質保証（同：質保証）」研究グルー
プ、「生涯学習のためのグローバルコミュニ
ティ（同：学習者コミュニティ）」研究グル
ープを設けた。サブグループ単位の研究から
開始し最終年度に向けて研究成果を集約し
た。研究の実施に当たり、海外研究者の参加
を求めた研究体制を組織した。 
 
４．研究成果 
「MOC プラットフォームと地域対応化｣研
究：  
・オープン教育の供給モデルとしての MOOC
とそこで利用するプラットフォームとして
の MOC を区別することで、課題の整理を行
った。MOC プラットフォームはオンライン
教育（SPOC）で用いられるプラットフォー
ムと多くの共通性があるが、大規模性、機械
による学習者支援に大きな相違があった。 
・放送大学 MOOC のプラットフォームとし
て、LMS (Moodle)、SNS（Facebook など）、
電子教科書（ ePUB3）を組み合わせた
Mash-up型MOCプラットフォームを試作し
運用した。その研究は学術的にも高い評価を
受けた（AAOU Silver Medal の受賞、国際



学会―22）。 
・JMOOC では複数のプラットフォームが使
用されたので、プラットフォーム間でのデー
タ連携について、主として IMS Global 
Learning Consortium の技術標準の観点か
ら検討した。LTI、Caliper Analytics に対応
したプラットフォームがある一方、パーソナ
ルデータの相互利用に関するポリシーが共
有できず実用化に至っていない（2017 年度
末現在）。 
「学習活動データベース・学習解析」研究：  
・MOOC において機械による学習者支援を
実現するためには、学習解析（ラーニング・
アナリティクス、LA）が必要である。LA を
持続的に運用していくためには、コミュニテ
ィ・ステークホルダーの合意としての LA ポ
リシーと、複数の情報システムに分散する学
習履歴データをひもづけて収集するデータ
ベースが必要である。 
・オープンソースの学習記録データベースソ
フトウエアを使用し、学習イベントストア
（学習活動・履歴データベース）を構築した。
その情報基盤についてはプロトタイプが検
討されたが、学習測定／解析ツールの開発お
よび相互運用実験には至らなかった。 
「素材リポジトリ連携」研究：  
・学習のパーソナル化に向けた、コンテンツ
リポジトリのメタデータの高度化（コンピテ 
シ―モデルやマイクロクレデンシャルとの
連携）に関し、IMS Global の関連する技術
標準を分析した。先行研究として、メタデー
タリポジトリとその共有システム（ハーベス
タ）は保有していたため、分野（国際ボラン
ティア学）を限定して、記載項目の検討を行
った。 
「MOOC 質保証」研究： 
 海外関連団体の質保証システムを比較し、
コース認証（デジタルバッジシステム）や単
位互換制度における、システム的・制度的制
約条件を分析した。あわせて IMS Global の
関連する技術標準を検討した。 
「生涯学習のためのグローバルコミュニテ
ィ」研究：  
・サイバー空間での自律学習を行う「放送大
学 MOOC」の協力を得て、サイバー空間に
おける生涯学習コミュニティや学習者の相
互扶助行動の生成・発展の条件を分析した。 
・放送大学 MOOC として運用した MOC パ
イ ロ ッ ト シ ス テ ム の 地 域 対 応 化
（ localization）を、アジア公開大学連合
（AAOU）の Asia MOOC Portal プロジェク
ト、JICA 短期専門家派遣によるイラン「農
業 eLearning システム」プロジェクト、ブー
タン王国での大学オンラインコースの開発
において検討した。導入支援ワークショップ
の実施（3 か所とも）、電子書籍コンテンツの
開発（イラン、ブータン）までは進んだが、
持続可能な実装（実用化）に向けては、現地
の方針や運用上の課題があることが明らか
になった。 

 
 本研究はある意味で時代を先取りしたも
のであったが、コミュニティのキャッチアッ
プが速く、実用化が平行して行われることと
なったのは、うれしい誤算といえる。2016
年 6 月の日本 IMS 協会の設立は、本研究に
よる研究活動や成果普及活動が大きな役割
を果たした例といえる。 
本研究分野は、すでに実用化を視野に入れ

た段階に入っているため、学会等の企画セッ
ション、招待発表、その他招待講演の機会を
利用し、成果の普及に努めた（＊＊件）。山
田は、アジア公開大学連合（AAOU）のアジ
ア MOOC ポータル委員会に参加し、山地の
協力を得てシステム開発の支援にあたった
（例、Workshop “OER Repository Platform”、
AAOU2017 (27-29 September 2017, 
Yogyakarta, Indonesia)、招待企画）。こうし
た共同研究では、リポジトリ連携の部分に研
究成果の一部が使用されたが、本助成金の終
了にあたり新規機能の開発など持続性
（Sustainability）が問題となっている。  
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